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今日に至るまでその姿を見ることができるのは 2-3 基の古墳… 
 




































Elle a été douce devant la mort 
多義的なこの単語が 
お前によって再び証明された： 
































































が分かる。最晩年のチュッチェフは、70 年 7 月には長男ドミートリを、同じく
70 年 12 月には兄ニコライを、そして 71 年 6 月には娘マリアをと、立て続けに
親しい身内を失っている。 
 













































手稿に書き込まれた日付から 1873 年 4 月 17 日、つまりアレクサンドル二世
の 55 才の誕生日、の作とされている１１。ちょうど 55 年前、モスクワのクレム
リンでアレクサンドルの誕生を迎えた日のことを回想している。当時 14 歳のチ
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